
６月１２日(土) 市民活動団体交流会開かれる 目指せ！市民活動日本一 

龍ケ崎市市民活動センターだより  VOL.１４３ 

発行枚数 650枚 メール配信 100団体 

発行人 指定管理者NPO法人茨城県南生活者ネット 龍ケ崎市市民活動センター長 島村宏之 

 
                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３３ 団体 

  当センター登録団体数   １５０ 団体 

  当センター登録会員数   ６，９００人 

  ５月来館者数             ７０２人 

  ５月印刷機利用枚数    ８，９５６枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

２０２１年７月号 

当日は1７団体から1９名の出席がありました。 

第1部 利用者アンケート結果を報告し意見交換 

前回１６２通の約2倍の312通の回答をいただきましたことを改めてお礼申し上げます。施設利

用の満足度は大変満足とやや満足を合わせて８０％、職員・スタッフの対応の満足度は合わ

せて８３％でした。 

アンケートで「2階にトイレを設置してほしい」との要望がありましたが、2階にトイレを設置する

と、大会議室を削ることになるので、現実的には難しいとの説明がセンター長からありました。 

意見交換① 

今の時代にはポケット型ではなくて、施設としてWifi環境を整備すべきではないか？→回答：今年になってコミ

センでWifi環境が整備されましたが、これは防災時の指定避難所としての位置づけから実施されたもので、活

動センターはそうした位置づけになっていない。→意見：今の時代は公共施設でWifi環境を整えるのは当然な

のに、防災上の視点から必要性を説くのはいかがなものか？ 

意見交換② 

高齢者のリハビリ体操の団体からの要望として、この体操は高齢者の介護予防の観点で役立っているので優

先的に予約を認めていただけないか？→回答：市の介護支援担当課に相談して了解をいただき、文書を出し

てもらえれば、優先的な利用は可能です。→意見：既に、市の担当課には相談していますが、公平性の視点

から優先的な予約は認めてもらえない状況。→回答：了解しました。市の介護担当課に改めて話してみます。 

第2部 顕著な市民活動発表会 

①補助金獲得で冊子作成 竹内農場西洋館  前田 享史（NPO龍ケ崎建物保存会） 

市民活動団体に助成金を出している財団法人による制度をセンターから教えていただき、応募したら通ったの

で、西洋館冊子を6,000冊作り、既に5,000冊配布が完了した。この冊子が出来てコマツは龍ケ崎に創業者の

別荘として西洋館が建っていることが分かり、今年の5月にコマツ創立100周年記念誌「明太郎の足跡を訪ね

て」にもNPOが取材協力し西洋館が掲載された。6月27日（日）に旧高松家石蔵資料展が開催され、明治の貴

重な古文書や昭和の資料が解読・展示されるので、見に来てください。 

②龍ケ崎に桜を咲かせる活動  海老原 龍夫（龍ケ崎桜を咲かせる会） 

今年の3月21日に日本花の会からいただいた桜の苗木から１８本を牛久沼水辺公園に植樹しました。この桜

（病害虫に強いジンダイアケボノ）は龍ケ崎桜を咲かせる会がずっと維持管理を続けていくことを条件に市から

許可を受けて植えたものです。これから継続的にクラウドファンディングを実施し、維持管理費を集めていくの

で、皆様、ご支援、よろしくお願いします。 

③クラウドファンディングで絵本創刊、農業って楽しい 横田 祥AGRI BATON PROJECT（代行説明） 

クラウドファンディングと市の協働事業提案制度で得た資金で8月に絵本を出版し、その絵本で読み聞かせの

会を開始し、農業の楽しさを訴えていく素晴らしいプロジェクトです。活動センターでも開かれる予定です。 

④流経大生によるSDGｓ活動 ゴミの再利用  大津 直樹 第三文明研究会（代行説明） 

今年2月の市民活動フェアにて展示されたSDGｓのゴミ問題を取り上げたパネルの中から紹介されました。今

後、活動センターにて発表会を開き、研究成果を披露する予定です。 

第3部 交流会 

・「アートでまちづくり」の一環として、今年の冬に、旧つくば銀行跡地で竹灯籠を並べ、地元商店街と一緒にや

るので、フォークソングの会や２０F絵画クラブの方々の参加をよろしくお願いします。 



竹内農場西洋館がコマツ創立100周年記念誌に掲載 
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コマツ創立100周年記念誌「明太郎の足跡を訪ねて」が、創業者の竹内明

太郎の偉業を讃えてコマツ粟津工場より発行されました。 

この記念誌は取材協力した龍ケ崎市教育委員会文化・生涯学習課（以下

文化・生涯学習課）とＮＰＯ法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の

会（以下ＮＰＯ）にも贈られました。 

Ｂ５版フルカラー全48ページの小冊子で、コマツ発祥の地遊泉寺銅山、出

生の地宿毛市、明太郎創立の高知工業高校、明太郎始動の地佐賀県唐津

といった主だった明太郎ゆかりの地に、我が龍ケ崎の竹内農場西洋館も「解

体の危機一転注目の市民遺産に」と、見出しを付けられ同格の扱いで掲載

されました。明太郎ゆかりの地の見どころとして、龍ケ崎の女化神社と多宝

塔も載っています。 

これはNPOが竹内農場西洋館竣工100周年記念冊子「竹内明太郎が残し

たもの～龍ケ崎の赤レンガ西洋館」を制作の調査で、2019年の5月、前田理

事長が石川県小松市の遊泉寺銅山を視察した時に、合わせてコマツ粟津工

場を表敬訪問しました。その時、総務部長及び担当部長に竹内農場西洋館

の情報をいろいろお話ししたところ、総てが初耳で「貴重な情報をありがとう

ございます」と、感謝されたといいます。その後、コマツ執行役員でもある粟津工場の工場

長ほか総勢4名の方が竹内農場西洋館を視察するため龍ケ崎を訪問され、文化・生涯学習

課及びNPOがご案内しました。 

こうした経緯から、昨年の12月にコマツ粟津工場総務部よりＮＰＯに竹内農場西洋館の

取材協力の依頼がありました。そして今年の1月に石川県から来られたフリーライターさん

を、文化・生涯学習課の協力を得て赤レンガ西洋館及び竹内家農園内庭園設計図を保管

する歴史民俗資料館にご案内したそうです。そのほかNPOメンバーで近くの見どころ女化

神社、多宝塔、牛久シャトー、そして二日目は遠出して北茨城市の茨城無煙炭鉱跡にご案

内したということです。 

これは市民活動の成果となりますので、記念誌は閲覧用として市民活動センターに置い

てあります。 

～ちょっと初めてみませんか? ボランティア～  
 ボランティア活動は個人の自発的な意思に基づく自主的なものであり、社会においては

その活動の広がりによって、社会貢献、福祉活動等への関心が高まり、ともに支え合い、

交流する地域社会づくりが進むなど、大きな意義を持っています。 

 今回の企画は「若者の活動が盛んなつくば」にてＮＧＯ活動も含め約１４年の実務経験

豊富な辻本義信氏をお招きし、具体的な事例を紹介いただき、参加者との質疑交流の中

から「活動の立ち上げ」を支援するものです。 

 

開催日 ７月１８日(日) 午後１時３０分～３時３０分 

場所  市民活動センター  

     ２階 パソコン室 

募集  先着２０名 要予約 

申込  0297-63-0030 

 

 

「初心者のためのボランティア講座」参加者大募集  

現在新型コロナウイルス感染症の影響で、市民活動センターの利用について 

一部制限が設けられています。 

その都度状況が変わりますので、詳細につきましては電話、ＨＰ（⇒）などで 

ご確認ください。ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。 


